
大学の情報教育がデジタルデバイド是正に果たす役割 
酪農学園大学 環境システム学部 森 夏節 

k-mori@rakuno.ac.jp 

 
はじめに 
  「情報通信機器の普及に伴い、情報通信手段に対す

るアクセス機会及び情報通信技術を習得する機会を持

つ者と持たざる者との格差、いわゆるデジタル・ディバイ

ドの拡大が懸念されている。」と平成 12 年度版通信白書

1）において政府は初めてデジタルデバイドを取り上げた。

そしてＩＴ基本法の下、ｅ－Ｊａｐａｎ戦略を中心にその防止

と是正のために様々な対策をとってきた。学校教育を中

心に見るなら初等中等教育機関における情報機器設備

の充実、（例えば１教室あたりの設置台数は平成15年度

3 月現在 9.7 人に１台 2））、教員のコンピュータ指導力の

向上（例えばコンピュータで指導できる教員数は平成 15
年度 3 月末現在 52.8％2））が図れた。さらに、中学・高校

の各段階で、情報教育に関する必修科目が設けられた。 
また、一方では、家庭におけるコンピュータ保有率も増

加しており、パソコンの国内出荷 3）から見ると平成 15 年

度の出荷台数は 11,568 千台にのぼり、平成 14 年度の

11％増となっている。 
このように学校教育、家庭での両面から、デジタルデ

バイドを防ぐべく情報教育の環境は年々整えられつつあ

る。その結果、いわゆる若者はコンピュータの操作経験

も豊富でデジタルデバイドとは対極の存在のようである。

しかし、継続的に筆者が行なっている調査で、今年度も

また、大学生のコンピュータリテラシーは不充分であると

いう結果を得た。そこで、大学におけるコンピュータリテラ

シー教育はデジタルデバイド防止のために重要であるこ

とを報告する。 
 

１．学生調査 
継続的に１年生の前期のコンピュータの授業において

アンケート調査をおこなっているが、今年度の調査対象

の内訳は表１、2 のようになった。 
ほとんどが、普通科出身であり、出身高校の所在地は

北海道と北海道外の割合が、ほぼ 6：4 であることは例年

とかわらない。 

人数 割合

北海道 81 59.1%
北海道外 56 40.9%

表2　出身高校の所在地

種別 人数 割合

普通科 119 86.9%
工業系 2 1.5%
商業系 1 0.7%
農業系 10 7.3%
その他 5 3.6%

表1　出身高校の種類

調査を行なった「情報リテラシー基礎演習」は選択科目

であるが１年生の 94.5％ 137 人が履修しており、今年

度の調査で初めてコンピュータに触れるのは初めてとい

う学生は 0 になった（2003 年度 2.8％、2002 年度 4％、

2001 年度4.7％4））。また、彼らが受けた中等教育におけ

る情報教育の状況は図１の通りである。 

図1　中等教育でｺﾝﾋﾟｭｰﾀの授業があったか
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中学校ではコンピュータの授業があったと答えた学生

は多かったが高校では半分以下になった。しかし、その

授業科目のうち、約 60％が情報に関する科目であり、数

学、英語、保健など授業にコンピュータを用いただけの

科目が多かった昨年までと比較すると変化が見られる。 
 

２．大学生のコンピュータリテラシー 
  コンピュータ操作上、最も基礎となる次の 9 項目につ

いて調査し、以下のような結果となった。 
① クリックができる （99.3％） 

② ダブルクリックができる （98.5％） 

③ ドラッグができる （55.5％） 

④ コンピュータの立上げ、終了ができる（94.9％） 

⑤ 目的のソフトを使う事ができる（69.3％） 

⑥ ＦＤやＣＤにデータを保存できる（53.3％） 
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⑦ スラスラと文字が入力できる（19.7％） 

⑧ メールの送受信ができる （47.4％） 

⑨ 目的の Web 画面を見ることができる（70.1％） 

ほとんどの学生ができるとした①、②、④を除いた項

目、つまり大学生に不足するコンピュータリテラシーにつ

ドラッグができない、文字をスラス

いて経年比較をおこなった（図 2）。 
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図３で示したように高校で情報教育を受けてきた学生図３で示したように高校で情報教育を受けてきた学生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ドラッグ

スタートボタンからソフト

FD、CDにデータ保存

Web画面を見る

メールの受送信

スラスラと文字入力 高校で情報

全体

すべての項目で高い能力を示しているというわけでは

なかった。 
 

すべての項目で高い能力を示しているというわけでは

なかった。 
 
３３

筆者は 2003 年の本カンファレン筆者は 2003 年の本カンファレン

の授業時のアンケート調査で、大学でのコンピュータ

の授業に望むことを「どちらかというと基礎的なこと」、「ど
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たところ、全体の 75.2％の学生が基礎的なことの習得を

望んでいると報告した。この結果は 24.8％の学生しか、

「基礎的なことはできると」と答えていないことになる。中

学・高校と情報科目があり、家にもコンピュータがあると

いう、比較的めぐまれた情報教育環境にあった学生でも
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図4　授業開始時と終了時の比較（2003年度）
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知識と技術を習得している学生が少ない。また、近未来

型の学生である、高校で情報教育を受けてきた学生でも、

66.7％が大学における情報教育に「基礎的なこと」を望

んでいる。 
いずれか
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いずれか図3　全体と高校で情報科目があった学生の比較
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